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(54)【発明の名称】 電子内視鏡用ＣＣＤ駆動装置

(57)【要約】
【課題】  単相駆動ＶＰＣＣＤを用いた電子内視鏡にお
いて、常に良好な画像を得る。
【解決手段】  ＣＣＤの水平転送部に平行なＭ段の水平
ラインに蓄積された信号電荷を垂直駆動パルスφｐによ
り一段ずつ順次水平転送部側へ転送し、水平転送部に隣
接する段の電荷は水平転送部へ転送する。次の垂直駆動
パルスφｐが出力されるまでの間に水平転送部に転送さ
れた信号電荷を出力するのに十分な数の水平駆動パルス
φｓを出力する。遮光期間内に設けられた転送期間に各
水平ラインに蓄積された信号電荷を出力するためにＭ個
の垂直駆動パルスφｐと残留電荷を出力するための垂直
駆動パルスφｐ（パルスＳＥ）を出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の画素が列状に配列される水平ライ
ンをＭ段備える受光部と、前記Ｍ段の水平ラインのうち
一番外側に位置する水平ラインの一方の水平ラインに隣
接して平行に設けられ前記複数の画素に蓄積される信号
電荷を前記水平ライン単位で出力する水平転送部とを備
える単相駆動のバーチャルフェーズＣＣＤを撮像素子と
して用いた電子内視鏡において、
露光期間中に前記各水平ラインの各画素に蓄積された信
号電荷を、前記水平ラインを単位として前記水平転送部
方向へ順次１段ずつ転送するとともに前記水平転送部に
隣接する水平ラインに保持された信号電荷を前記水平転
送部へ転送する垂直転送手段と、
前記垂直転送手段により前記水平転送部へ転送された１
水平ライン分の信号電荷を、前記垂直転送手段により次
の水平ラインが転送されてくる前に前記ＣＣＤの外部へ
と出力する水平転送手段とを備え、
前記垂直転送手段が、前記ＣＣＤが露光されない遮光期
間中に少なくとも（Ｍ＋１）段以上の水平ラインの転送
を行うことを特徴とする電子内視鏡用ＣＣＤ駆動装置。
【請求項２】  前記垂直転送手段が垂直駆動パルスによ
り駆動され、前記垂直駆動パルスのパルス数が前記水平
ラインの転送される段数に対応していることを特徴とす
る請求項１に記載の電子内視鏡用ＣＣＤ駆動装置。
【請求項３】  前記垂直転送手段が、前記遮光期間中に
少なくとも（Ｍ＋１）段の転送を行うことを特徴とする
請求項１に記載の電子内視鏡用ＣＣＤ駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡に搭載
されたＣＣＤの駆動装置及び駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年では、電子内視鏡に搭載されるＣＣ
Ｄとしてインターライン方式や、フレーム転送方式も多
く用いられているが、小型・細径化された挿入部を要求
される電子内視鏡では、電極や信号線の数が少なくてす
む単相駆動のＶＰＣＣＤ（virtual phase charged coup
led device）を用いることが望ましい。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、製造工程での
処理条件のばらつきなどにより、電極が設けられるクロ
ックドフェーズ（clocked phase）部と電極が設けられ
ないバーチャルフェーズ（virtual phase）部の電荷蓄
積井戸の容量にばらつきが生じる。クロックフェーズ部
とバーチャルフェーズ部との間において電荷蓄積井戸の
容量のバランスが悪いと、受光量が多く過剰電荷が発生
している場合、水平転送部から最も離れた水平ラインか
ら溢れ出た過剰電荷が、１画像分の出力が終了したのち
水平転送部に隣接する水平ラインに残留電荷として取り
残される。取り残された残留電荷は、次の露光期間には
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撮像される画像の信号電荷に混入し画像不良を起こす。
【０００４】本発明は、上記問題に鑑みてなされたもの
であり、ＶＰＣＣＤを用いた電子内視鏡において、常に
良好な画像を得ることを目的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡用Ｃ
ＣＤ駆動装置は、複数の画素が列状に配列される水平ラ
インをＭ段備える受光部と、Ｍ段の水平ラインのうち一
番外側に位置する水平ラインの一方の水平ラインに隣接
して平行に設けられ、これら複数の画素に蓄積される信
号電荷を水平ライン単位で出力する水平転送部とを備え
る単相駆動のバーチャルフェーズＣＣＤを撮像素子とし
て用いた電子内視鏡において用いられ、露光期間中に各
水平ラインの各画素に蓄積された信号電荷を、水平ライ
ンを単位として水平転送部方向へ順次１段ずつ転送する
とともに水平転送部に隣接する水平ラインに保持された
信号電荷を水平転送部へ転送する垂直転送手段と、垂直
転送手段により水平転送部へ転送された１水平ライン分
の信号電荷を、垂直転送手段により次の水平ラインが転
送されてくる前にＣＣＤの外部へと出力する水平転送手
段とを備え、垂直転送手段が、ＣＣＤが露光されない遮
光期間中に少なくとも（Ｍ＋１）段以上の水平ラインの
転送を行うことを特徴としている。
【０００６】垂直転送手段は好ましくは、垂直駆動パル
スにより駆動され、垂直駆動パルスのパルス数が水平ラ
インの転送される段数に対応している。また、垂直転送
手段は、遮光期間中に（Ｍ＋１）段の転送を行うときに
最も転送期間を短くすることができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を、図
面を参照して説明する。図１は、本発明の一実施形態で
ある電子内視鏡システムの回路構成を概略示すブロック
図である。
【０００８】本実施形態の電子内視鏡システムは、電子
内視鏡（電子スコープ）１０、映像信号処理装置２７、
ＴＶモニタ２８から概略なる。電子内視鏡１０は、映像
信号処理装置（以後プロセッサと呼ぶ）２７に着脱自在
に接続され、ＴＶモニタ２８はビデオ信号用のケーブル
を介してプロセッサ２７のビデオ出力端子に接続され
る。なお本実施形態では、周辺装置としてＴＶモニタ２
８のみが示されているが、例えばビデオプリンタやＶＣ
Ｒ、コンピュータ等の周辺装置が同時に接続されていて
もよい。
【０００９】電子内視鏡１０は、細長で可撓性の挿入部
１１、電子内視鏡の操作を行うための操作部１２、可撓
性を有する連結部１３、及びプロセッサ２７との接続を
行うためのコネクタ部２０とからなる。挿入部１１の先
端には単相駆動式のＶＰＣＣＤ１４が設けられている。
ＶＰＣＣＤ１４は、コネクタ部２０内に設けられたＣＣ
Ｄドライバ２４から出力されるＣＣＤ駆動パルスにより
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3
駆動制御され、ＣＣＤドライバ２４は、タイミングコン
トロール回路２５から出力されるクロックパルスに基づ
いて駆動される。
【００１０】電子内視鏡１０は例えば面順次方式で撮像
を行い、挿入部１１の先端からは、Ｒ（赤）、Ｇ
（緑）、Ｂ（青）の照明光が時系列に順次断続的に射出
される。ＣＣＤ１４では、照射されたＲＧＢの照明光に
合わせて、ＲＧＢの各色毎に対応したモノクロの画像が
アナログの画像信号として検出される。この画像信号
は、信号ケーブルを介して電子内視鏡１０のコネクタ部
２０に送られ前段処理回路２１に入力される。前段処理
回路２１では、ＣＣＤ１４からの画像信号が適切な信号
レベルに増幅されるとともに、サンプルホールド、ブラ
ンキング、クランプ、ホワイトバランス、ガンマ補正等
の信号処理が施され、デジタルの画像信号に変換され
る。デジタルの画像信号は、ＲＧＢ毎にモノクロの画像
としてそれぞれ画像メモリ２２ｒ、２２ｇ、２２ｂに出
力され順次一時的に記憶される。画像メモリ２２ｒ、２
２ｇ、２２ｂにＲＧＢの画像が１組揃うと、これらは後
段処理回路２３に同時化されて出力される。後段処理回
路２３では、デジタルの画像信号がアナログ信号に変換
されるとともに増幅、クランプ、ブランキング処理を施
され、例えば輝度信号Ｙ、色信号Ｃに変換される。この
輝度信号色信号Ｙ／Ｃはプロセッサ２７を介してＴＶモ
ニタ２８に出力される。前段処理回路２１、フィールド
メモリ２２ｒ、２２ｇ、２２ｂ、後段処理回路２３は、
タイミングコントロール回路２５からのパルス信号に基
づきシステムコントロール回路２６により制御される。
なおタイミングコントロール回路２５の駆動はシステム
コントロール回路２６によって制御される。
【００１１】挿入部１１の先端から照射されるＲＧＢの
光は、電子内視鏡１０内に設けられた超極細の光ファイ
バーの束からなるライトガイド（図示せず）を介して、
プロセッサ２７に設けられたランプ（図示せず）から供
給されるが、本図においてプロセッサ２７に設けられた
ランプや電子内視鏡１０に設けられたライトガイドは省
略されている。なおランプは例えばキセノンやハロゲン
ランプなどの白色光源であり、従来公知の回転円盤状の
色分解フィルタによりＲ光、Ｇ光、Ｂ光に分解され、Ｒ
ＧＢの照明光として挿入部１１の先端部から順次時系列
に照射される。なお、ＲからＧ、ＧからＢ、ＢからＲへ
照明光が交代する間には、所定の時間照明光が照射され
ない遮光期間があり、ＲＧＢの照明光は、ＲＧＢの順で
時系列に間断的に照射される。
【００１２】電子内視鏡１０の後段処理回路２３から出
力され、プロセッサ２７に入力された映像信号には、従
来公知の映像信号処理が行われる。プロセッサ２７にお
いて各種信号処理が行われた映像信号は輝度信号Ｙ、色
信号Ｃとして同期信号とともにＴＶモニタ２８に出力さ
れる。
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【００１３】図２は、本実施形態で用いられる単相駆動
ＶＰＣＣＤ１４の平面的な構造を模式的に示す図であ
る。
【００１４】ＶＰＣＣＤ１４の受光部３０は、２次元格
子状に（例えば垂直方向にＭ段、水平方向にＮ列）配列
された多数の画素３０ｐから構成され、受光部３０の最
下段には遮光された水平転送部３１が隣接して設けられ
ている（なお、受光部３０のうち水平転送部３１に略平
行に並ぶ画素３０ｐの１段分の画素群を水平ライン、水
平転送部３１に略垂直に並ぶ画素３０ｐの１列分の画素
群を垂直ラインと以後呼ぶ）。受光部３０は垂直転送部
も兼ねているため、露光期間中に受光部３０の各画素３
０ｐにおいて生成・蓄積された信号電荷は、遮光期間中
に垂直駆動パルスφｐにより１水平ラインずつ順次水平
転送部３１側へ転送され水平転送部３１及びＦＤＡ（フ
ローティングディフュージョンアンプ）３２を介して１
水平ライン毎にＶＰＣＣＤ１４の外部へ出力される。な
お水平転送部３１での水平方向（図中左側）への信号電
荷の転送動作は、水平駆動パルスφｓにより行われる。
【００１５】図３（ａ）、（ｂ）は垂直駆動パルスφｐ
と水平駆動パルスφｓのタイミングチャートであり、図
４は図１に示されたタイミングコントロール回路２５の
中で垂直駆動パルスφｐ及び水平駆動パルスφｓの出力
に係る部分の一例を示すブロック図である。図３、図４
を参照して、本実施形態における垂直駆動パルスφｐと
水平駆動パルスφｓとの基本的な出力動作について説明
する。なお、図３（ｂ）は図３（ａ）の区間ＡＢを拡大
したものである。
【００１６】図３（ａ）に示されるように、水平駆動パ
ルスφｓは図３（ｂ）に示される所定のタイミングで常
時出力されている。これに対して、垂直駆動パルスφｐ
は、転送期間にのみ出力され、蓄積期間には出力されな
い。蓄積期間は、ＶＰＣＣＤ１４が露光され、各画素３
０ｐにおいて受光量に対応する信号電荷が蓄積される期
間であり、露光期間に等しい。転送期間は、２つの蓄積
期間（露光期間）に挟まれる期間であり、ＶＰＣＣＤ１
４において光が受光されない遮光期間に含まれる。受光
部３０の各画素に蓄積された被写体像に対応する信号電
荷は、１つの転送期間中に垂直転送・水平転送されＶＰ
ＣＣＤ１４の外部へと出力される。転送期間中、垂直駆
動パルスφｐは図３（ｂ）に示されるように水平駆動パ
ルスφｓが所定の回数（Ｎ回）出力される毎に出力され
る。この回数Ｎは、受光部３０に配列された画素３０ｐ
の垂直ライン数Ｎに等しく、これにより水平転送部３１
に転送された１水平ライン分の信号電荷が全てＦＤＡ３
２を介して出力される。例えば垂直駆動パルスＳ１が出
力されると、受光部３０の各水平ラインに保持された信
号電荷が１水平ライン分下方へシフトされ、最下段の信
号電荷は水平転送部３１に転送される。その後、水平駆
動パルスφｓがＮ回出力され、水平転送部３１に保持さ
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れた１水平ライン分の信号電荷が順次ＦＤＡ３２を介し
てＶＰＣＣＤ１４の外部に出力される。Ｎ回にわたる水
平駆動パルスφｓの出力が終了すると、垂直駆動パルス
Ｓ２が出力され再び受光部３０の各水平ラインに保持さ
れた信号電荷が１水平ライン分下方へシフトされる。こ
のとき最下段の水平ラインに保持されていた信号電荷は
水平転送部３１に転送される。この転送動作は、受光部
３０が遮光された転送期間中繰り返し行われ、受光部３
０の各画素３０ｐに蓄積された信号電荷は、水平ライン
単位で全てＶＰＣＣＤ１４の外部へ出力される。
【００１７】垂直駆動パルスφｐ、水平駆動パルスφｓ
はＣＣＤドライバ２４から出力され、その出力のタイミ
ングはタイミングコントロール回路２５からの垂直転送
クロックφｋｐ及び水平転送クロックφｋｓに基づいて
制御される。垂直転送クロックφｋｐ、水平転送クロッ
クφｋｓは、クロック信号ＣＬＫ、水平同期信号ＨＤ、
垂直同期信号ＶＤに基づいて、φｐタイミング発生回路
３５、φｓタイミング発生回路３６においてそれぞれ生
成される。なお、クロック信号ＣＬＫ、水平同期信号Ｈ
Ｄ、垂直同期信号ＶＤは、例えばタイミングコントロー
ル回路２５内で生成される。
【００１８】図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、受光部３
０の垂直ラインに沿った断面の一部を概念的に示す図で
ある。図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を参照して、単相駆
動のＶＰＣＣＤ１４における垂直転送動作について説明
する。
【００１９】ＶＰＣＣＤ１４は、単相の電極（例えば透
明電極）４１が設けられたクロックドフェーズ部Ａｃと
電極が設けられていないバーチャルフェーズ部Ａｖより
構成され、各部は更に障壁部Ａｃｂ、Ａｖｂと井戸部Ａ
ｃｗ、Ａｖｗとから構成される。基板４０の各部には井
戸部Ａｃｗに対し障壁部Ａｃｂが階段状のポテンシャル
障壁を作るように、井戸部Ａｖｗに対し障壁部Ａｖｂが
階段状のポテンシャル障壁を作るようにイオンが注入さ
れている。例えば、蓄積期間（露光期間）において基板
には図５（ａ）の実線Ｌ０で示されようなポテンシャル
が形成される。すなわち、蓄積期間において垂直駆動パ
ルスφｐにＬ（ロー）レベルの信号電圧が印加されるこ
とにより、井戸部Ａｃｗ、Ａｖｗには、ポテンシャル
①、②、③、④がそれぞれ形成され、生成された電荷は
これらのポテンシャルのうちの井戸②、④に蓄積される
【００２０】転送期間中、垂直駆動パルスφｐには、Ｈ
（ハイ）レベルの信号電圧とＬ（ロー）レベルの信号電
圧とが交互に印加される。すなわち、転送期間における
クロックドフェーズ部Ａｃには、破線Ｌ１で表されるポ
テンシャルレベルと、破線Ｌ２で表されるポテンシャル
レベルが交互に形成される。これを繰り返すことにより
ポテンシャルの井戸②、④に蓄積された信号電荷は図中
右手方向（水平転送部３１側）へ転送される。
【００２１】例えば図５（ｂ）に示されるように、垂直
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駆動パルスφｐとしてＨレベルの信号電圧が電極４１に
印加されると、①、③のポテンシャルレベルが破線Ｌ１
レベルに降下するため、より深い井戸①’、③’が形成
され、図５（ａ）において井戸②に蓄積されていた信号
電荷は、それぞれ右隣のクロックドフェーズ部Ａｃに形
成された井戸③’に移動する。同様に井戸④に蓄積され
ていた信号電荷は、右隣のクロックドフェーズ部Ａｃに
形成されるより深い井戸に移動し、井戸①’には左隣の
バーチャルフェーズ部Ａｖの井戸部Ａｖｗから信号電荷
が移動してくる。次に、図５（ｃ）に示されるように、
垂直転送パルスφｐとしてＬレベルの信号電圧が電極４
１に印加されると、井戸①'、③'のポテンシャルレベル
が破線Ｌ２レベルに上昇するため、図５（ｂ）において
井戸①’、③’に転送・蓄積された信号電荷は、ポテン
シャル①''、③''から井戸②、④にそれぞれ移動する。
以上のように電極４１にＨ、Ｌのレベルの信号電圧を繰
り返し印加するタイミング制御を行うことにより各画素
に蓄積された信号電荷は、順次図中右手方向（水平転送
部３１側）に転送される。上述の説明では、１つの垂直
ラインを例にとり垂直転送動作の原理を説明したが、こ
れらは受光部３０全ての垂直ラインにおいて同時に同一
のタイミング制御が行われる。すなわち、１つの水平ラ
イン上に蓄積された信号電荷は、同一水平ラインを保ち
ながら順次水平転送部３１側へ転送される。なお、ここ
で１つの画素３０ｐは、隣接する１組のクロックドフェ
ーズ部Ａｃとバーチャルフェーズ部Ａｖとからなり、図
５において例えば井戸②に蓄積される信号電荷は、１つ
の画素３０ｐの信号電荷となる。
【００２２】上述の垂直転送動作は、従来１転送期間中
に受光部３０の全水平ライン分（Ｍ段分）しか行われな
い。すなわち、従来の垂直転送動作では、蓄積期間に図
２の最上段の水平ラインに蓄積された信号電荷が水平転
送部３１に転送されると垂直転送動作は終了する。しか
し、単相駆動のＶＰＣＣＤを用いた電子内視鏡システム
においてこのような垂直転送動作を行うと、以下図６
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、図７、図８を参照して説明す
るような画像不良が生じることがある。
【００２３】図６（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、図５と同
様に、垂直ラインに沿った基板４０の断面の一部を概念
的に表した図である。ただし、図６では、受光部３０の
最上段の水平ライン（図中左端）を含んだ部分を示して
いる。図６（ａ）には、蓄積期間において信号電荷（斜
線部Ｅ２、Ｅ４）がバーチャルフェーズ部Ａｖの井戸部
Ａｖｗ（斜線部Ｅ２１、Ｅ４１に対応）および障壁部Ａ
ｖｂ（斜線部Ｅ２２、Ｅ４２に対応）に蓄積された様子
が示されている。このようにバーチャルフェーズ部Ａｖ
の井戸部Ａｖｗだけでなく障壁部Ａｖｂまで信号電荷の
蓄積が行われてしまう状態は、例えば受光部３０の上方
部における受光量が大きいときに生じる。
【００２４】次に電極４１にＨレベルの信号電圧が印加
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7
されて転送期間に移行して、図６（ｃ）に示されるポテ
ンシャル状態となると、図６（ａ）においてバーチャル
フェーズ部Ａｖに保持され斜線部Ｅ２、Ｅ４で示された
信号電荷の大部分は、右隣のクロックドフェーズ部Ａｃ
に移動される（斜線部Ｅ３’、Ｅ５’で示される）。し
かし、図６（ａ）の状態から図６（ｃ）の状態に移る過
程の１局面を表した図６（ｂ）に示したように、転送の
過程において、斜線部Ｅ２２’で示される信号電荷の一
部は、左隣のクロックフェーズ部Ａｃに移動してしまい
（斜線部Ｅｒ）残留電荷となる。この斜線部Ｅｒで示さ
れる残留電荷は、その後の垂直転送動作により順次左の
方向（水平転送部の方向）へ移動され、垂直転送動作が
終了したときには、受光部３０の最下段の水平ライン上
に保持されることとなる。したがって、この垂直転送動
作に続く蓄積期間において、受光部３０における最下段
の水平ラインの画素では、受光により生成される信号電
荷に、上述の残留電荷が混入することとなる。すなわ
ち、単相駆動のＶＰＣＣＤを用いてビデオ撮影を行なう
場合に、このような残留電荷（Ｅｒ）が生じると、受光
部３０の最下段の水平ラインに対応する画像には、前画
面の最上段の水平ラインに対応する画像がオーバーラッ
プして表示されることとなる。
【００２５】次に、図７、図８を参照して、上述の残留
電荷ＥｒがＴＶモニタの画像表示に従来及ぼしてきた影
響について説明する。図７は、通常のビデオカメラで撮
影した映像をＴＶモニタに表示した場合を示し、図８
は、電子内視鏡で撮像した映像をＴＶモニタに表示した
場合を示している。
【００２６】図７、８において、矩形５０はＴＶモニタ
での画像表示領域を表しており、矩形５１、５２は、そ
れぞれ通常のビデオカメラのＣＣＤ、及び電子内視鏡の
ＣＣＤ（ＶＰＣＣＤ）で撮像される画像の有効領域を表
している。すなわち、通常のビデオカメラに搭載された
ＣＣＤでは、矩形５１で示される領域の画像が検出され
るが、ＴＶモニタの画像表示領域（矩形５０）には検出
された画像の一部（矩形５１のうち矩形５０に囲まれる
領域）のみが表示される。一方、電子内視鏡のＣＣＤは
通常のビデオカメラに比べて小型であり画素数が少ない
ため、電子内視鏡のＣＣＤで検出された矩形５２に示さ
れる領域の画像は、その全てがＴＶモニタの画像表示領
域（矩形５０）に表示される。なお、ＴＶモニタの画像
表示領域（矩形５０）のうち矩形５２の外側の領域に
は、例えば黒レベルの映像信号が出力されている。
【００２７】図７、８の矩形５１、５２のうち斜線が施
された領域５１ａ、５２ａは、画面上で輝度が相対的に
低く暗い領域を示しており、斜線が施されていない領域
５１ｂ、５２ｂは、画面上で輝度が相対的に高く明るい
領域を示している。また矩形５１、５２のうち斜線が施
されていない領域５１ｃ、５２ｃはそれぞれ、矩形５
１、５２で示される画像のうち最上段の水平ラインに対
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応する領域を示している。ＴＶモニタに表示される画像
の向きは、ＣＣＤの撮像面における画像の向きとは反対
なので、領域５１ｃ、５２ｃに表示される画像は、図２
に示される受光部３０の最下段の水平ラインで検出され
る画像に対応している。図６（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を
参照して説明したように、受光部３０の上寄りの画素で
の受光量が多く、信号電荷に溢れが生じると、最下段の
水平ラインで検出される信号電荷には、前画面の最上段
の水平ラインで検出された過剰な信号電荷による残留電
荷（Ｅｒ）が混入する。すなわち、上述の残留電荷（Ｅ
ｒ）が生じるような条件のもとでは、ＣＣＤで検出され
矩形５１、５２で示される画像における最下段の１水平
ライン分の画像が、次の画像での最上段１水平ライン分
の画像に重畳される。
【００２８】図７、８に示されるように、矩形５１、５
２で示される画像のうち上寄りの領域が、斜線が施され
た領域５１ａ、５２ａのように暗い場合、最上段の水平
ラインの画像が残留電荷（Ｅｒ）のために不連続に明る
い画像となる。通常のビデオカメラの場合には、図７の
ように領域５１ｃは画像表示領域（矩形５０）に表示さ
れないので何ら問題がないが、電子内視鏡の場合、図８
に示すように、領域５２ｃも画像表示領域（矩形５０）
に表示されるため、この領域が不連続な明るい線として
現れ画像不良を起こす。
【００２９】次に図９を参照して、本実施形態におい
て、上記不良画像を防止するために行なわれる残留電荷
掃出動作について説明する。図９は、本実施形態におけ
る水平駆動パルスφｓ、垂直駆動パルスφｐの出力タイ
ミングを示すタイミングチャートである。
【００３０】図９は、図３（ａ）の区間ＣＤを拡大して
示したものである。ただし、垂直駆動パルスφｐに対す
る水平駆動パルスφｓのタイミングは概念的なものであ
り正確なものではない。すなわち、図３（ｂ）の垂直駆
動パルスＳ１、Ｓ２は、図９に示されたＳ１、Ｓ２に例
えば対応し、これらの間には図３（ｂ）に示されるよう
にＮ個の水平駆動パルスφｓが存在する。ＶＰＣＣＤ１
４の受光部３０にＭ段の水平ラインがあるとき、全ての
水平ラインをＶＰＣＣＤ１４から出力するには、Ｍ個の
パルスを垂直駆動パルスφｐとして出力すれば十分であ
る。したがって垂直駆動パルスφｐは、従来受光部３０
の水平ライン数分（Ｍ回）しか出力されなかった。しか
し、このような方法では、上述したような画像不良が生
じてしまうので、本実施形態では、Ｍ個のパルスを垂直
駆動パルスφｐとして出力した後に、更にパルスＳＥを
垂直転送パルスφｐとして転送期間内に出力する。これ
により、受光部３０の最下段の水平ラインに保持された
残留電荷（Ｅｒ）は、水平転送部３１へ転送される。水
平転送部３１へ転送された残留電荷（Ｅｒ）は、常時出
力されている水平駆動パルスφｓによりＶＰＣＣＤ１４
の外部へと出力される。なお、パルスＳＥは、φｐタイ



(6) 特開２００２－３４５７４７

10

20

9
ミング発生回路３５から出力される垂直転送クロックφ
ｋｐのパルス数をＭ＋１に設定することにより行なわれ
る。また、本実施形態では、残留電荷を掃き出すために
出力されたパルスＳＥは１回であったが、遮光期間（転
送期間）内であれば何回出力してもよい。
【００３１】なお本発明は上記実地例に限定されるもの
でなく、ＣＣＤにカラーフィルターを用いた同時撮像方
式の電子内視鏡においても有効であり、ＣＣＤの転送方
式に関しても限定されるものでない。
【００３２】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、ＶＰＣ
ＣＤを用いた電子内視鏡において、常に良好な画像が得
られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態である電子内視鏡システム
の回路構成を概略示すブロック図である。
【図２】本実施形態で用いられる従来公知のＶＰＣＣＤ
の構造を模式的に示す平面図である。
【図３】ＶＰＣＣＤを駆動する垂直駆動パルスと水平駆
動パルスの出力タイミングを示すタイミングチャートで
ある。
【図４】垂直駆動パルスと水平駆動パルスの出力に係る
タイミングコントロール回路の構成の一部を示すブロッ*
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*ク図である。
【図５】単相駆動のＶＰＣＣＤの垂直転送原理を説明す
るための図である。
【図６】単相駆動のＶＰＣＣＤにおいて、最上段の水平
ラインから溢れた信号電荷が垂直転送時に残留する原因
を説明する図である。
【図７】通常のビデオカメラで撮影された画像をＴＶモ
ニタに表示したときの検出画像と表示画像との関係を示
す図である。
【図８】電子内視鏡で撮影された画像をＴＶモニタに表
示したときの検出画像と表示画像との関係を示す図であ
る。
【図９】図３（ａ）の区間ＣＤを拡大して示したもので
あり、本実施形態における垂直駆動パルスφｐのタイミ
ングチャートである。
【符号の説明】
１４  ＶＰＣＣＤ
２４  ＣＣＤドライバ
２５  タイミングコントロール回路
３０  受光部
３０ｐ  画素
３１  水平転送部

【図１】 【図２】

【図４】 【図８】
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